
障害のあるお客様向けの年⾦制度説明資料作成について

平成 25年 10月 15日

サ ー ビ ス 推 進 部

１ 概要

障害のあるお客様向けの年⾦制度説明資料を作成し、⽇本年⾦機構ホームページ（以下、「機構

ＨＰ」という）に掲載する。

２ 契機

平成25年4月17⽇「⽇本年⾦機構へのご意⾒・ご要望メール」宛に以下のメールが届く。

差出人：ＮＰＯ法人団体 主宰者

概 要：外務省、経産省などでは啓発ビデオ、ＤＶＤを⽤意しているが、⽇本年⾦機構には、わ

かりやすい年⾦制度を啓発するビデオがないので作ってほしい。また、その際は聴覚障

害者のために字幕を取り入れてほしい。

３ 現状

機構としての障害のあるお客様向けの取組状況（別紙１）

⼀般的な啓発資料としては冊子「知っておきたい年⾦のはなし」を作成。

４ 資料構成

（１）聴覚に障害のあるお客様向け

○動画の作成

・公的年⾦制度説明バージョンと障害年⾦説明バージョンの

２パターンを作成。（各バージョン：再⽣時間６〜8 分）

・手話通訳者を撮影し、はめ込み画像を挿入。

また、音声・字幕も加える。

（手話通訳者は、東京手話通訳派遣センターからの派遣を予定）

（２）視覚に障害のあるお客様向け

○「障害年⾦パンフレット」の点字データ化

（島根県⻄部視聴覚障害者情報センターの好意により作成）

みなさん、こんにちは

（イメージ図）

資料７
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５ 周知方法

（１）機構ＨＰに障害のあるお客様向けのページを作成。

（２）動画については、You Tube にアップし、機構HPにリンクさせる方式

（機構HP上、You Tube 上ともに、視聴可能）

（３）「障害年⾦パンフレット」の点字データについては、視覚に障害のあるお客様がダウンロー

ドできるよう機構ＨＰに掲載。

（ホームページに点字データが掲載されていれば、ダウンロードし、点字データの読み書きや

編集ができると、障害のある方からのご要望あり）

６ スケジュール

○これまでのスケジュール

5 月〜 8 月 動画撮影用シナリオ、構図作成（別紙２参照）

9 月〜10 月 動画撮影に向けての事前準備（撮影機材手配、リハーサルなど）

「障害年⾦パンフレット」の点字データ完成

○今後のスケジュール

11月 5日 動画撮影※（於：⽇本年⾦機構本部 多目的ホール）

11 月中旬 動画編集、内容チェック

障害者関連機関に内容を確認していただき、動画完成

11月下旬 ホームページ掲載

（障害のあるお客様向けページ上に、動画リンクおよび点字データを掲載）

※手話通訳１級資格を保有している機構職員が撮影に⽴ち会い、専⾨⽤語

について⼿話通訳者のサポートを⾏う予定。

2



障
害
の
種
類

身
体

障
害
者
数

（
単

位
：
千

人
）

構
成
比

（
単

位
：

%
）

日
本
年
金
機
構
の
取
組

共
通
取
組

ア
ニ
ュ
ア
ル

レ
ポ
ー
ト

障
害

年
金

関
係

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

制
度
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

映
像

視
覚
障
害

3
1

0
8

.9
○
「
障
害
の
あ
る
方

へ
の
接
遇
ポ
イ

ン
ト
」
作
成
し
、
年

金
事
務
所
へ
の

周
知

○
年
金
事
務
所
へ

の
点
字
シ
ー
ル
の

配
付

○
車
い
す
の
設
置

○
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
設
置

（
一
部
の
事
務
所
に
て
）

○
年
金
事
務
所
に

お
け
る
「
杖
置
き
」

の
設
置

○
「
概
要
版
」
音
声
Ｃ

Ｄ
、
点
字
図
書
館

へ
の
寄
贈

○
「
概
要
版
」
音
声

デ
ー
タ
（

M
P

3
）

ホ
ー
ム

―
ペ
ー
ジ

へ
の
搭
載

○
「
日
本
年
金
機
構

ア
ニ
ュ
ア
ル
レ

ポ
ー
ト
」
用
点
字

シ
ー
ル
の
作
成
、

配
布

○
点
字
を
用
い
た
現

況
届
（
診
断
書
）

の
説
明
用
パ
ン
フ

○
２
０
歳
前
障
害
年

金
の
現
況
届
用

封
筒
に
音
声
コ
ー

ド
印
刷

（
H

2
5

.7
～

）

○
点
字
レ
ジ
ュ
メ
を

用
い
た
年
金
教

室
の
実
施

（
東

北
福

島
年

金
事

務
所

）

○
点
字
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
及
び
音
声
Ｃ
Ｄ

を
作
成
し
、
障
害

の
あ
る
方
へ
の

年
金
制
度
説
明

会
実
施

（
浜

田
年

金
事

務
所

）

○
啓

発
資

料
（
未

製
作

）

聴
覚
・
言
語

障
害

3
4

3
9

.9
○
「
知
っ
て
お

き
た
い

年
金
の
は
な

し
」
作
成

肢
体

不
自
由

1
,7

6
0

5
0

.5
―

―

内
部
障
害

1
,0

7
0

3
0

.7
―

―

障
害
の
あ
る
方
へ
の
取
組
状
況

平
成

２
５
年

１
０
月

１
５
日

※
身
体
障
害
者
数
・
構
成
比
は
、
平
成
１
８
年

身
体
障
害
者
実
態
調
査
（
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
）
よ
り

別
紙

１

3
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知
っ
て
お
き
た
い

年
金
の
は

な
し

２
０
歳
に
な
っ
た
ら
国

民
年

金
（
シ
ナ
リ
オ
案

）

N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

１
【
表
紙
】

０
：
０
０

●

０
：
１
３

●

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
日

本
年
金
機

構
で
す
。

こ
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
は
な
し

２
０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
」
で
は

、
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
、
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

２
【
１
．
公

的
年

金
は

み
ん

な
が

加
入

し
支
え
合
う
制
度
】

０
：
１
４

●

０
：
２
１

●

０
：
３
１

●

０
：
４
９

●

１
：
１
４

●

み
な
さ
ん
、
「
社
会
保
険
」
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

社
会
保
険
と
は
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
高
齢
者
医
療
、
雇
用
、
労
災
の
６
種
類
の

保
険
の
総
称
で
す
。

で
は
、
保
険
と
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

保
険

と
は

「
将

来
起

こ
る
か
も
し
れ

な
い
事

故
や

病
気
に
備

え
て
保

険
料
を
み
ん
な
で
出

し
合
い
、
実
際

に

事
故
や
病
気
な
ど
に
遭
遇

し
た
場
合
に
み
ん
な
で
支

え
合
う
仕
組
み
」
で
す
。

つ
ま
り
、
社

会
保

険
の

一
つ
で
あ
る
年

金
制

度
と
は

、
「
年

老
い
た
時

や
い
ざ
と
い
う
時

の
生

活
を
、
働

い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

年
金
制

度
を
担
当

す
る
役

所
は
厚

生
労

働
省

で
、
年

金
に
関

す
る
仕
事

の
一

部
を
国
か

ら
任
さ
れ

て
い
る

の
が
、
わ
た
し
た
ち
日
本
年

金
機
構
で
す
。

３
【
２
．
公
的
年
金
制
度
の
構

造
】

１
：
１
５

●

１
：
２
０

●

次
は
、
年
金
制
度
の
構
造
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

年
金
の
構
造
は
、
よ
く
２
階

建
て
の
『
家
』
に
例
え
ら
れ

ま
す
。

ま
ず
、
１
階

部
分

の
国

民
年

金
に
つ
い
て
で
す
が

、
家

の
基

礎
と
い
う
こ
と
で
、
基

礎
年

金
と
も
言

わ
れ

ま

す
。
ベ
ー
ス
と
な
る
部
分
で
す
。

こ
の
１
階
部
分
は
、
３
つ
の

区
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
つ
目
、
自
営
業
者
や
学

生
が
加
入
す
る
区
分
を
第
１
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

２
つ
目
、
会
社
員
や
公
務

員
が
加
入
す
る
区
分
を
第
２
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

別
紙
２
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

２
：
５
０

●

基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
と
同
時
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
つ
目

、
今
お
話
し
し
た
第
２
号

被
保

険
者

の
配

偶
者
が

加
入
し
て
い
る
区
分

を
第

３
号

被
保
険

者
と
い
い

ま
す
。

で
は

、
第

１
号

被
保

険
者

か
ら
第

３
号

被
保

険
者

ま
で
の

合
計

は
と
い
う
と
、
約

６
，
７
７
５
万

人
に
な
り
ま

す
。
日

本
の

人
口

が
、
約

１
億

３
０
０
０
万

人
弱

で
す
か

ら
、
半

分
が

年
金

制
度

に
加

入
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
残

り
の

半
分

の
う
ち
、
約

２
，
０
０
０
万

人
が

２
０
歳

未
満

の
方

々
、
約

４
，
０
０
０
万

人
が

６
０
歳

以
上

の
方
々
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
【
３
．
世

代
と
世

代
が

支
え
合

っ
て
い

ま
す
】

２
：
５
１

●

３
：
０
５

●

３
：
３
０

●

３
：
４
０

●

さ
て
、
先

ほ
ど
お
話
し
し
た
６
０
歳

以
上

の
方

が
約

４
，
０
０
０
万

人
い
る
と
い
う
こ
と
は

、
つ
ま
り
、
年

金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
も
そ
れ
に
近
い
人
数

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
歳
以
上
の
現
役
世
代
、
約
６
，
７
７
５
万
人
が
保
険

料
を
出
し
合
っ
て
、
年
金
は
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
世
代
と
世
代
が
支
え
合
う
社
会
保
険
制
度
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

た
だ
し
、
支

え
る
人

た
ち
の

負
担

を
軽

減
さ
せ

る
た
め
、
基

礎
年

金
の

半
分

が
国

の
税

金
で
賄

わ
れ

て
い

ま
す
。

公
的

年
金

制
度

と
い
う
『
家

』
だ
け
で
な
く
、
税

金
も
手

助
け
し
て
成

り
立

っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
仕

組
み

に
な

っ
て
い
ま
す
。

５
【
４
．
公
的
年
金
の
給
付
の

種
類
】

３
：
４
１

●

３
：
４
６

●

ど
の
よ
う
な
時
に
、
年
金
が

受
け
取
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
は
、
「
老
齢
年
金
」
、
「
障

害
年
金
」
、
「
遺
族
年
金
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

６
５
歳
に
な
っ
た
ら
、
「
老
齢

年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
気

や
ケ
ガ
に
よ
り
体

に
障

害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は

、
「
障

害
年

金
」
を
受
け
取

る
こ
と
が

で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
家
の
働
き
手
で
あ
る
配
偶
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
「
遺
族
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
年
金
は
、
６
５
歳
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

４
：
２
９

●

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
年
金
も
き
ち
ん
と
保
険
料
を
支
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
【
５
．
公
的
年
金
の
給
付
と
負
担
】

４
：
３
０

●

４
：
４
６

●

５
：
０
２

●

５
：
１
４

●

５
：
２
０

●

５
：
２
６

●

５
：
５
９

●

で
は

、
ど
れ

く
ら
い
の

保
険

料
を
払

っ
て
、
ど
れ

く
ら
い
の

年
金

を
受

け
取

る
こ
と
が

で
き
る
の

か
を
見

て
い

き
ま
す
。

社
会
保
険
制
度
は
、
現
役
世
代
が
保
険
料
を
出
し
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度

で
す
か
ら
、

少
子

高
齢

化
が

進
む
と
、
現

役
世

代
が

払
う
保

険
料

が
ど
ん
ど
ん
上

が
る
か

、
将

来
受

け
取

る
こ
と
が

で

き
る
年
金
が
減
ら
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
を
例
に
試
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
０
年

生
ま
れ

の
方

が
国

民
年

金
に
加

入
し
た
場

合
、
支

払
う
保

険
料

の
総

額
は

、
約

１
，
７
０
０
万

円

で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
額
は
、
約
２
，
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
の
約
１
．
５
倍
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

制
度
設
計
上
、
自
分
が
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
年

金
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
保
険
料
を
払
わ
な
か
っ
た
人

は
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、
年

金
制

度
と
い
う
の

は
、
現

役
世

代
み

ん
な
が

保
険

料
を
出

し
合

っ
て
支

え
て
い
く
と
い
う
制

度
で

す
。
で
す
か

ら
、
本

来
は

、
個

人
の

損
得

で
語

る
も
の

で
は

あ
り
ま
せ

ん
。
国

民
ひ
と
り
一

人
が

老
後

も
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
制

度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

７
【
６
．
公
的
年
金
の
持
続
性

】
６
：
０
０

●
そ
う
は
言
っ
て
も
、
本
当
に
年
金
制
度
は
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
覧

に
な
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
は

、
保

険
料
を
払

っ
て
い
な
い
人

ば
か

り
じ
ゃ
な
い
の
か

と
、
思

わ
れ

た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
将

来
、
年

金
が

も
ら
え
る
か

わ
か

ら
な
い
か

ら
、
払

っ
て
い
ま
せ

ん
」

と
答
え
る
方
の
声
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
は
、
本
当
に
年
金
は
保

険
料
を
払
っ
て
い
な
い
方
ば
か
り
の
制
度
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
数
字
で
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

６
：
３
３

●

６
：
５
５

●

７
：
１
７

●

平
成
２
３
年
度
国
民
年
金

の
保
険
料
納
付
率
で
す
が
、
５
８
．
６
％
で
し
た
。

確
か
に
こ
れ
だ
け
見
た
ら
４
割
の
方
が
払
っ
て
い
な
い
制
度
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
は
年
金
制
度
全
体
の
一
部
の
数
字
で
す
。

年
金
制
度
全
体
を
見
る
と
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
全
体
の
９
５
％
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
保
険
料

を
お
支
払
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
み

ん
な
が

払
っ
て
い
な
い
」
っ
て
い
う
人

の
「
み

ん
な
」
っ
て
い
う
の

は
、
む
し
ろ
、
ご
く
少

数
の

方
々

の
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

８
【
７
．
最
後
に
】

７
：
１
８

●

７
：
２
５

●

７
：
３
５

●

７
：
５
３

●

今
回
、
お
話
し
し
た
内
容
は
、
年
金
を
理

解
す
る
上
で
、
お
役
に
立
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
詳

し
く
知

り
た
い
方

は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
知

っ
て
お
き
た
い
年

金
の

は
な
し

２
０
歳

に
な
っ
た
ら
国

民

年
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民

年
金
の
お
手

続
き
や

ご
相

談
は

、
お
住

ま
い
の
市
区
役

所
ま
た
は

町
村
役
場

、
も
し
く
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
ま
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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障
害
年
金
ガ
イ
ド

（
シ
ナ
リ
オ
案

）

N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

１
【
表
紙
】

０
：
０
０

●

０
：
１
１

●

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
日

本
年
金
機

構
で
す
。

こ
の
「
障
害
年
金
ガ
イ
ド
」
で
は
、
障
害
年

金
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

２
【
１
．
障
害
年
金
の
種
類
】

０
：
１
５

●

０
：
２
８

●

０
：
３
５

●

０
：
３
７

●

０
：
３
９

●

０
：
４
２

●

０
：
４
８

●

０
：
５
３

●

１
：
１
３

●

１
：
１
６

●

１
：
２
０

●

障
害

年
金

は
、
病

気
や

け
が

で
障

害
が

残
っ
た
と
き
、
日

常
生

活
や

労
働

に
著

し
い
制

限
を
受

け
る
場

合
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

初
診
日
の
時
点
で
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
年
金
が
異
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
初
診
日
が

国
民
年
金
の
加
入
期
間
、

６
０
歳
以
上
６
５
歳
未

満

及
び
２
０
歳
未
満
の
年
金

未
加
入
期
間

の
い
ず
れ
か
の
期
間
に
あ
る
場
合
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
こ
と
ば
の
説
明
を
し
ま
す
。

「
初

診
日

」
と
は

、
障

害
の

原
因

と
な
っ
た
病

気
や

け
が

に
つ
い
て
、
初

め
て
医

師
ま
た
は

歯
科

医
師

等
の

診
療

を
受
け
た
日
を
言
い
ま
す
。
同

一
の

病
気

や
け
が

で
転

医
が

あ
っ
た
場

合
は

、
一

番
初

め
に
診

療
を

受
け
た
日
で
す
。

次
に
、
初
診
日
が

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
に
あ
る
場

合
は
、

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
障

害
厚
生
年
金
ま
た
は
障
害
手
当
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
診

日
に
定

め
ら
れ

た
年
金

制
度

に
加

入
し
て
い
る
こ
と
は

、
障

害
年

金
を
受
け
取

る
こ
と
が

で
き
る
か

ど

う
か
の
判
断
を
す
る
基
準
の
一
つ
で
、
「
初
診
日
要
件

」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

１
：
４
４

●

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
手
当
金
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

３
【
２
．
障
害
基
礎
年
金
】

１
：
４
９

●

２
：
０
２

●

２
：
０
９

●

２
：
１
２

●

２
：
１
６

●

２
：
３
８

●

２
：
４
４

●

２
：
４
８

●

２
：
５
９

●

３
：
２
７

●

障
害
年
金
を
受
け
取
る
に
は
ど
の
よ
う
な
要
件
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
目
は
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
で
す
。

先
ほ
ど
の
説
明
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
初
診
日
要
件
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
の

初
診
日
が
次
の
い
ず
れ
か
の
間
に
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
期
間
も
し
く
は

６
０
歳
以
上
６
５
歳
未

満
も
し
く
は

２
０
歳
未
満
の
年
金
未
加

入
期
間
で
す
。

た
だ
し
、
初

診
日

が
６
０
歳

以
上

６
５
歳

未
満

の
期

間
に
あ
る
場

合
は

、
日

本
国

内
に
住

ん
で
い
る
と
い
う

条
件
が
加
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
既
に
老

齢
基
礎
年

金
を
繰
り
上
げ
て
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

次
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
よ
る
障

害
の
程
度
が
、

障
害
認
定
日
ま
た
は
２
０
歳

に
達
し
た
と
き
に

障
害
等
級
表
の
障
害
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
こ
と
ば
の
説
明
を
し
ま
す
。

「
障
害
認
定
日
」
と
は
、
障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
の
こ
と
で
す
。

も
う
少
し
詳
し
く
説
明

す
る
と
、
障

害
の

原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
の

初
診
日

か
ら
起

算
し
て
１

年
６
か
月
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は

１
年
６
か
月
以

内
に
症
状
が

固
定
し
た
場
合
を
障
害
認

定
日
と
言
い
ま

す
。

た
だ
し
、
障
害
認
定
日

に
障

害
の
状
態
が
軽
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
重
く
な
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
保
険
料
の

納
付

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
保
険
料
納

付
要
件
は
、
初
診
日

の
前
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

３
：
３
８

●

３
：
４
９

●

日
に
お
い
て
、
定
め
ら
れ
た
保
険
料
を
納
め
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
２
０
歳
前

の
年
金
未

加
入

期
間

に
初
診

日
が
あ
る
障

害
基
礎

年
金
は

、
保

険
料

の
納

付
要
件

は

不
要
で
す
。

４
【
３
．
障
害
厚
生
年
金
】

３
：
５
２

●

３
：
５
９

●

４
：
０
４

●

４
：
１
０

●

４
：
１
６

●

４
：
３
８

●

４
：
４
５

●

二
つ
目
は
障
害
厚
生
年
金
に
つ
い
て
で
す
。

こ
ち
ら
も
、
ま
ず
初
診
日
要

件
か
ら
お
話

し
し
ま
す
。

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
の

初
診
日
が

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
間
に
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

次
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
よ
る
障

害
の
程
度
が
、

障
害

認
定

日
ま
た
は

２
０
歳

に
達

し
た
と
き
に
障

害
等

級
表

の
障

害
等

級
１
級
か

ら
３
級

に
該

当
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
障
害
認
定
日

に
障

害
の
状
態
が
軽
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
重
く
な
っ
た
場
合
に
障
害
厚
生

年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

５
【
４
．
障
害
手
当
金
】

４
：
４
８

●

４
：
５
４

●

５
：
０
１

●

５
：
０
６

●

５
：
１
０

●

５
：
１
６

●

５
：
２
３

●

５
：
２
９

●

三
つ
目
は
障
害
手
当
金
に
つ
い
て
で
す
。

こ
ち
ら
も
、
ま
ず
初
診
日
要

件
か
ら
お
話

し
し
ま
す
。

障
害
厚
生
年
金
同
様
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
け
が
の
初
診
日
が

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
間
に
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

次
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
が
、

初
診
日
か
ら
５
年
以
内
に
症
状
が
固
定
し
た
場
合
、

障
害
の
程
度
が
障

害
等
級

表
に
定
め
る
障
害
手
当
金

を
受
け
ら
れ
る
程
度

に
該

当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

そ
し
て
、
保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

６
【
５
．
障
害

年
金
・
障
害
手

当
金
額
の

イ
メ
ー
ジ
】

５
：
３
８

●

５
：
５
３

●

５
：
５
９

●

６
：
０
５

●

６
：
０
９

●

６
：
１
４

●

６
：
２
３

●

６
：
３
７

●

６
：
４
７

●

で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
金
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
障
害
基
礎
年
金
か

ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
級
の
障
害
基
礎
年
金
の
金
額
は
月
額
約

8
1
,0
0
0
円
で
、
２
級
の
障
害
基
礎
年

金
の
金
額
は
月
額
約

6
5
,0
0
0
円
で
す
。

子
が
い
る
場
合
に
は
、
第
一
子
、
第
二

子
ま
で
は
子

の
加
算
額
が
月
額
約

1
9
,0
0
0
円
付
き
ま
す
。

な
お
、
第
三
子
以
降
は
各
月
額
約

6
,0
0
0
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

次
に
障
害
厚
生
年
金
を
見
て
い
き
ま
す
。

１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
厚

生
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
障
害
基
礎

年
金
も
合
わ
せ
て
、

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
が
い
る
場

合
は
、
配
偶
者
の
加
給
年
金
が
付
き
ま
す
。

な
お
、
障
害
厚
生
年
金
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
た
報
酬
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
き
ま
す
。

３
級
の
障
害
基
礎
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
障
害
等

級
３
級
の
場
合
は
、
障
害

厚
生
年
金
の
み
の
支
給

と
な
り
ま
す
。
１
級
、
２
級
の

障
害
厚
生
年
金
同
様
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
報
酬

に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り

ま
す
が
、
月
額
約

4
8
,0
0
0
円
の
最
低
保
証
が
あ
り
ま
す
。

障
害
手
当
金
は
一
時
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
け
た
報
酬
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
き
ま
す
が
、
約

1
1
7
万

円
の
最
低
保
証
が
あ
り
ま
す
。

７
【
６
．
障
害
年
金
の
手
続
き
】

６
：
５
６

●

７
：
０
９

●

７
：
２
７

●

最
後
に
障
害
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

書
類
の
提
出
先
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
役
所
、
区
役
所
、
ま
た
は
町
役
場
、
村

役
場
で
す
。
障
害
厚
生
年

金
の
場
合
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
す
。

請
求
手
続
き
に
は
、
初
診

日
を
証
明
で
き
る
も
の
や

診
断
書
等
の
添
付
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

添
付
書
類
は
、
初
診
日
か
ら
の
病
歴
や
年
数
、
障
害

の
原
因
と
な
っ
た
部
位
、
配

偶
者
の
有
無
な
ど
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
年
金
事
務
所
や
市
役
所
、
区
役
所
ま
た
は
町
役
場
、
村
役
場
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
障
害
年

金
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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N
o
.

タ
イ
ト
ル
名

T
im
e
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

説
明
内
容

７
：
３
２

●

７
：
４
５

●

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
事
務
所
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
上
部
に

あ
り
ま
す
「
全
国
の
相
談
・
手
続
き
窓
口
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
ま
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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